
建築技術者が知りたい Building Foundation 正誤表

頁 行 誤 正

6 図 1.8 (a) 図版左縦矢印の説明なし 「立ち上がりの高さ 30cm 以上」を追加

11 図 2.5 →振動特性係数 R →振動特性係数 Rt

表 2.2 地盤種別 地盤種別と地盤の固有周期

12 図 3.1 Va Va

　 Vs Vs

　 Vv Vv

　 Vw Vw

　 ma ma

　 ms ms

　 mw mw

7 ρt ρt

9 ρd , ρs ρd  ,ρs

12 ρω ρω

(3.1) 式 Sr, ρs, ρw Sr , ρs , ρw

(3.2) 式 ρs, ρt ρs , ρt

(3.3) 式 ρt, ρd ρt , ρd

(3.4) 式 ρs, ρd, ρw ρs , ρd , ρw

(3.5) 式 ρd, ρs, ρw ρd , ρs , ρω

20 12 安息角は広義には山の角度 安息角は広義には山の斜面の角度

21 13 cosθ , CB ＝ sinθ となり ,　σ とτ は以下のよう

に表せる．

cosθ , CB ＝ sinθ となり ,　力のつり合いからσ
とτ は以下のように表せる．

22 2 無数に数えられる任意の破壊面に対する応力を

表すことができる

破壊 ( 削除 )

5 円の中心よりσ 1 に対して 円の中心よりσ 1 に対して半時計回りに

23 4 一方，図 4.6(b) のように 一方，図 4.6(b) のように飽和し，全応力で考えた

　 13 〜 14 CU 試験は圧密による排水が十分にされない状

態下で行われる試験であり ,
圧密による排水が〜試験であり , ( 削除 )

24 4 Uf uf

図 4.8 Uf uf

25 図 4.9 (b) C cu



8 qu qu

9 cu cu

11 σz ’ σ ’z

(4.4) 式 N1 N 1

　 　 σz’ σz ’

26 5 せん断剛性係数 G と減衰定数 h せん断剛性係数G と減衰定数h

　 7 減衰定数 h 減衰定数h

27 3 ・ 4 ・ 5 ・ 9  G, Go, Go 〜 γ G, Go, Go 〜 γ

3 Vs2(S) Vs
2(S 波〜

5 ・ 10 h 〜 γ h 〜 γ

図 4.12 G/Go, Go 〜 γ G/G0 , G0 〜 γ

　 　 h, h 〜 γ h, h 〜 γ

28 6 σ ’z , Uw, σz’ σ ’z , uw , σ z’

7 Uw, σz , σ ’z , Uw uw , σ z , σ’z , uw

(5.1) 式 σz ＝σ’z  ＋Uw σ z ＝σ ’z ＋uw

11 a a

(5.2) 式 σz・A ＝Ρ ＋ (A −a)Uw σz・A ＝Ρ ＋ (A −a)uw

(5.3) 式 σz ＝σ’z ＋ (1 −a /A)Uw σ z ＝σ’z ＋ (1 −a /A)uw

16 σz σ z

　 17 Uw, σ’z uw, σ ’z

30 (6.3) 式 kt ＝ k ＝

　 t  : 透水量測定時間 (sec) 削除

　 (6.4) 式 kt ＝ k ＝

33 図 7.1 図中の記号説明 γt : 土の単位体積重量 (kN/ ㎥ )

　 　 ΡA, Ρo, Ρρ:  主働，静止，受働土圧合力 (kN/m)

　 　 σA, σo, σρ: 主働，静止，受働土圧合力 (kN/ ㎡ )

　 　 　 Z  :  高さ (m)

34 9 土圧p 土圧σ

38 2 受動も場合 受動の場合

42 タイトル ③スウェーデン式サウンディング試験（SWS試験）③スクリューウェイト貫入試験（SWS 試験）

１ SWS（Swadish Weight Sounding）試験 * SWS 試験 *



１０ ※ SWS ～ 呼ばれている ※ SWS ～ 呼ばれている。2020 年 10 月、旧名

称びスウェーデン式サウンディング試験から改

名された。

44 図 8.6 1m あたりの半回転数NsW 1m あたりの半回転数Nsw

(8.2) 式 N ＝ 2Wsw ＋ 0.067Nsw( 砂質土 ) N ＝ 2Wsw ＋ 0.067Nsw( 砂質土 )

(8.3) 式 N ＝ 3Wsw ＋ 0.050Nsw( 粘性土 ) N ＝ 3Wsw ＋ 0.050Nsw( 粘性土 )

(8.4) 式 qu ＝ 45Wsw ＋ 0.75Nsw qu ＝ 45Wsw ＋ 0.75Nsw

(8) 式の数

値説明

Wsw ,  Nsw , qu Wsw  , Nsw , qu

14 Nsw Nsw

　 15 Nsw Nsw

47 13 Vs  ＝ 400m/s Vs ＝ 400m/s

49 8 Nd 値 Nd 値

　 13 Vs Vs

51 9 5) N 地 5) N 値

54 7 τd  /σz ’ とτ 1/σ ’ τd /σ ’z とτ 1/σ ’

(9.1) 式 σz ’ σ’z

10 τd /σz ’ τd /σ ’z

(9.2) 式 τd /σz ’ ＝γn・(αmax/g )・(σz/σz’)・γd τ d /σ z’ ＝γn・(αmax/g )・(σz/σ ’z)・γd

(9.2) 式の

数値説明

　

αmax αmax

σz σz

　 σz’ σ’z

　 　 τd ＝ 0.1(M − 1) τd ＝ 0.1(M − 1)

55 2 τ 1/σz ’ τ 1/σ’z

3 Na Na

(9.5) 式 σz’ σ’z

(9.3) 式 Na ＝N 1 ＋ΔNf Na ＝N 1 ＋ΔNf

56 6 有効拘束圧σz ’ 有効拘束圧σ’z

8 τ 1/σz ’ τ 1/σ’z

57 2 Na からτ 1/σz ’ Na からτ 1/σ’z

58 4 Dcy Dcy

5 (Na) とτd  /σz ’ より (Na) とτ d /σ’z より



6 γcy γcy

(9.6) 式 Dcy ＝Σ (γcy  ×H  )   (H: 層厚 ) Dcy ＝Σ (γcy  × H  )   (H : 層厚 )

9 Na ＝ 10 Na ＝ 10

10 γcy ＝ 4% であるとDcy ＝ 32cm となり，H ＝

5m, Na ＝ 20 の地盤が

γcy ＝ 4% であるとDcy ＝ 32cm となり，H ＝

5m, Na ＝ 20 の地盤が

11 液状化し、γcy ＝ 1%であるとDcy ＝ 5cmとなる．液状化し、γcy ＝ 1% であるとDcy ＝ 5cm となる．

　 12 3)  Dcy 3)  Dcy

60 9 深さ※は 40 〜 50cm と表層であり 深さ※は 20 〜 30cm と表層であり

61 14 工法の場合でも，先端部はNsw  ≧ 150 が 3 m
以上続く地層にのせたい

工法の場合でも，先端部はNsw ≧ 20 が 2 m 以

上続く地層にのせたい

66 (11.1) 式 q ＝c ・Nc ＋ 1/2γ1 ・B ・Nr ＋ γ2 ・Df ・Nq q ＝c ・Nc ＋ 1/2γ 1 ・B ・Nγ ＋γ 2 ・Df ・Nq

(11.1) 式の

数値説明

　

Df  : 基礎の根入れ深さ Df  : 基礎の根入れ深さ

　 Nc , Nr , Nq : Nc  , Nq :

67 4 長期許容鉛直支持力度qαl 長期許容鉛直支持力度qa

(11.2) 式 qal ＝ 1/3(ic ・ α ・c ・Nc  ＋ iγ ・β ・γ 1 ・B ・Nγ ＋

iq ・γ 2 ・Df ・Nq)
qα ＝ 1/3(ic ・α ・c ・Nc  ＋ iγ ・β ・γ 1 ・B ・Nγ ＋

iq ・γ 2 ・Df ・Nq)

下から 4 Nc , Nγ , Nq Nc, Nγ, Nq

　 (11.1) 式の

数値説明

qal : 長期許容鉛直支持力度 (kN/m2 ) qa : 長期許容鉛直支持力度 (kN/m2 )

68 下 1 Df  Df

69 (11.5) 式 qa ＝ 1/3(α ・ 5.1c ＋γ 1 ・Df ) ＋γ 1 ・ (H 1 −Df ) qa ＝ 1/3(α ・ 5.1c ＋γ 2 ・Df  ) ＋γ 1 ・ (H 1 −Df  )

(11.6) 式 q’ ＝q ・B ・L/(B ＋H −Df  ) ・ (L ＋H −Df  ) ＋
γ1 ・ (H1 −Df  )

q’ ＝q ・B ・L/(B ＋H −Df  ) ・ (L ＋H −Df  ) ＋
γ 1 ・ (H1 −Df  )

　 14 qa が qα が

70 (11.7) 式 qa ＝ 30 ＋ 0.6Nsw qa ＝ 30 ＋ 0.6Nsw

(11.7) 式の

数値説明

　

qa : 長期許容鉛直支持力度 (kN/m2 ) qa: 長期許容鉛直支持力度 (kN/m2 )

Wsw : 基礎底面より下方 2m の平均Wsw Nsw: 基礎底面より下方 2m の平均Nsw

　 10 Wsw ≦ 750N の支持力度は 0kN/m2
とみる．qa Wsw ≦ 750N の支持力度は 0kN/m2 とみる．qα

71 (11.8) 式 qa ＝qt ＋ 1/3N’ ・γ 2 ・Df qa ＝qt ＋ 1/3N’ ・γ 2 ・Df

(11.8) 式の

数値説明

qa qa

qt qt

　 　 Df  Df  

73 2 RHC 抗 ΡHC 杭

m2 



3 SC 抗 (鋼管複合抗 ) SC 杭 (鋼管複合杭 )

4 ΡRC 抗 ( プレストレスト鉄筋コンクリート抗 ) ΡRC 杭 ( プレストレスト鉄筋コンクリート杭 )

5 ST 抗 ( 先端拡径プレストレスト抗 ) ST 杭 ( 先端拡径プレストレスト杭 )

6 RC 抗 ( 鉄筋コンクリート抗 ) RC 杭 ( 鉄筋コンクリート杭 )

7 鋼管抗 鋼管杭

8 節抗 (節付きプレストレストコンクリート抗 ) 節杭 (節付きプレストレストコンクリート杭 )

9 場所打ちコンクリート抗 場所打ちコンクリート杭

　 21 腐植 腐食

77 2 中堀り工法 中掘り工法

82 図 12.9 裁荷試験 載荷試験 

84 (12.2) 式 Ra ＝ 1/n (RP ＋RF  ) Ra ＝ 1/n  (Rp ＋Rf  )

(12.3) 式 Ra ＝ 1/n (qd ・A ＋ φΣli ・fi ) Ra ＝ 1/n(qd ・Ap ＋φΣli ・fi )

(12.2,3) 式

の数値説明

　

Ra: 杭の許容鉛直支持力 (kN) Ra: 杭の許容鉛直支持力 (kN)

qt : 杭先端の極限支持力度 (kN/m2 ) qt : 杭先端の極限支持力度 (kN/m2 )

　 　 A: 杭の閉塞先端面積 (m2 ) Ap: 杭の閉塞先端面積 (m2 )

85 表 12.1 杭先端極限支持力度 qd, 最大周面摩擦力度 fi 杭先端極限支持力度 αd, 最大周面摩擦力度 fi

　 qd qd

　 fi fi

　 6cu 6cu

　 10Ns/3 10Ns/3

　 cu* cu*

　 *cu ＝ qu/2(qu: 土の一軸圧縮強さ ) *cu ＝ qu/2(qu: 土の一軸圧縮強さ )

図 12.13 qd qd

　 杭の先端支持力度 qd 杭の先端支持力度 qd

89 (12.5) 式 tRa ＝ 1/Fs  ・ tRF ＋Wp t Rα ＝ 1/Fs ・ t  RF  ＋Wp

　 (12.6) 式 tRa ＝ 0.8/1.5 ・ tRF ＋Wp t Rα ＝ 0.8/1.5 ・RF ＋Wp

91 6 基礎の場合，図 12.21 に示すように群杭の水平

耐力は杭１本としての体力

基礎の場合，図 12.21 に示すように群杭の水平

耐力は杭１本としての耐力

93 (12.14) 式 Mmax ＝− 0.104H / β M max ＝− 0.104H /β

　 (12.15) 式 Lm ＝π/2β ＝ 1.571/β Lm ＝π /2β ＝ 1.571/β

96 1 ■ 体積圧縮係数 mv と圧縮指数 Cc ■ 体積圧縮係数 mv と圧縮指数 Cc



3 水の体積をVvo と 水の体積をVvo と

6 ΔVv ΔVV

7 体積圧縮係数mv 体積圧縮係数mv

9 圧縮指数Cc 圧縮指数Cc

　 (13.1) 式 mv ＝ ε/ΔΡ ＝S  /H  /ΔΡ mv ＝ ε/ΔΡ ＝S  /H  /ΔΡ

97 (13.3) 式 ε ＝S/H ＝ΔVv  /V ＝ΔVv /Vs ＋Vvo ＝ΔVv /Vs  
/1 ＋Vυo /Vs ＝Δe  / l ＋e 1

ε ＝S/H ＝ΔVυ/V ＝ΔVυ/Vs ＋Vυo ＝ΔVυ/Vs /1
＋Vυo /Vs ＝Δe  /( l ＋e 1)

(13.4) 式 Δe ＝Cc  ・ log 10(Ρ 1 ＋ΔΡ /Ρ 1) Δe ＝Cc ・ log 10(Ρ 1 ＋ΔΡ /Ρ 1)

(13.5) 式 S/H ＝Δe /1 ＋e 1 ・H ・ log10 (Ρ1 ＋ΔΡ /Ρ 1) S /H ＝Δe /(1 ＋e 1) ・H ・ log10 (( Ρ 1 ＋ΔΡ ) /Ρ 1 )

11 ここで， Ρ 1 をΡo , e 1 を初期間隔比eo として表

すと，Cc を用いた沈下

ここで， Ρ 1 をΡo, e 1 を初期間隔比eo として表

すと，Cc を用いた沈下

(13.6) 式 S ＝Cc  /1 ＋eo  ・H ・ log 10(Ρo ＋ΔΡ /Ρo ) S ＝Cc /(1 ＋eo ) ・H ・ log 10(( Ρo ＋ΔΡ ) /Ρo)

(13.1 〜 6)

式の数値

説明

　

eo : 初期間隙比 eo: 初期間隙比

Ρo: 有効土被り圧 Ρ o: 有効土被り圧

18 また， (13.1) 式より，S はmv によっても表す

ことができる

また，(13.1) 式より， S はmv によっても表す

ことができる

(13.7) 式 S ＝H ・mv ・ΔΡ S ＝H ・mv ・ΔΡ

　 (13.7) 式の

数値説明

mv : 体積圧縮係数 mv: 体積圧縮係数

98 4 圧密係数Cv 圧密係数cv

(13.8) 式 t ＝Tv (H’  )2/Cv t ＝Tv H’  2/cv

(13.8) 式の

数値説明

　

Tv : 任意の圧密度U Tv: 任意の圧密度U

Cv : 圧密係数 cv: 圧密係数

13 相当するTv 相当するTv

　 14 求め，さらにCv 求め，さらにcv

99 5 る．これによって得られた e 〜 log10Ρ 曲線より，る．これによって得られたe 〜 log10Ρ 曲線より， 

(13.9) 式 S ＝ ΣCc  /1 ＋e 0 ・H ・ log10( Ρ0 ＋Δσ  /Ρc ) S ＝ ΣCc  /(1 ＋e o ) ・H ・ log10(( Ρo ＋Δσ) /Ρc  )

(13.9) 式の

数値説明

　

Cc  : 圧縮指数 Cc : 圧縮指数

Ρ0  : 建設前の土の重さ Ρo  : 建設前の土の重さ

　 　 Ρc  : 圧密降伏応力度 Ρc : 圧密降伏応力

101 3 土の重さ Ρo, Ρ1 より 土の重さΡo, Ρ 1 より

110 図 14.5 Fc ＝ Qu fc ＝ qu



quf quf

2 設計基準強度 Fc 設計基準強度 fc

3 一軸圧縮強さQu 一軸圧縮強さqu

7 図 14.5 に示すようにquf 図 14.5 に示すようにquf

8 Qu に相当するとみなし， qu に相当するとみなし，

13 quf について quf について

(14.2) 式 Fc ＝quf −m ・σ Fc ＝quf −m ・σ

(14.3) 式 Fc ＝ (1 −m ・V )quf Fc ＝ (1 −m ・V )quf

(14.3) 式の

数値説明

　

quf  : 現場抜取りコアの平均一軸圧縮強さ quf : 現場抜取りコアの平均一軸圧縮強さ

　 V  : quf  の変動係数 V  : quf  の変動係数

112 10 改良体の断面二次モーメントIp 改良体の断面二次モーメントIp

13 Ipx は以下の Ipx は以下の

　 20 Ipx ＝ (2.457 × 1.6673 )/12 Ipx ＝ (2.457 × 1.667 ３)/12

115 3 eo とすると，(1 ＋eo ) eo とすると，(1 ＋eo)

4 改良率as は 改良率as は

(14.5) 式 as ＝Δe  /1 ＋eo ＝eo −e 1/1 ＋eo as ＝Δe  /(1 ＋eo) ＝eo −e 1/(1 ＋eo)

(14.5) 式の

数値説明

　

as　: 改良率 as : 改良率

eo　: 原地盤の間隙比 eo　: 原地盤の間隙比

(14.6) 式 as ＝As  /A ＝As  /x2 またはAs  /x1 ・x2 as ＝As  /A ＝As /x2 またはAs /x1 ・x2

(14.7) 式 as ＝As　/A ＝ 2/ √ 3 ・As /x 2 as ＝As/A ＝ 2/ √ 3 ・As　/x 2

18 この (14.5) 式のas この (14.5) 式のas

19 (14.7) 式のx 1, x 2 が決まる .as を求める方法は (14.7) 式のx 1, x 2 が決まる .as を求める方法は

　 21 eo やe 1 を推定するとともに体積変化率を考慮

して as を求める方法

eo やe 1 を推定するとともに体積変化率を考慮

してas を求める方法

120 (15.1) 式 ΡA ＝Ρa ＋Ρq ＝ 1/2 ・KA ・γ ・H 2 ＋KA ・q ・H ΡA ＝Ρa ＋Ρq ＝ 1/2 ・KA ・γ ・H 2 ＋KA ・q ・H

(15.2) 式の

数値説明

　

Ρa　: 主働土圧 Ρa　: 主働土圧

　 Ρq : 積載荷重による土圧 Ρq  : 積載荷重による土圧

121 図 15.6(a) G G: 重心点

　 横軸に挿入 (a) 常時の土圧＋地震時の慣性力の

上に記載

W : 擁壁と背面大の自重



(15.1) 式の

数値説明

　

θk  : 地震合成角 (度 ) θk : 地震合成角 (度 )

　 W: 擁壁の自重 (kN/m) 削除

122 3 転倒モーメントMo は 転倒モーメントMo は

(15.5) 式 Mo ＝ΡA ・n Mo ＝ΡA ・n

8 モーメントMγ は モーメントMγ は

(15.6) 式 Mγ ＝W  ・α Mγ ＝W  ・α

11 Fs は 1.5 以上とする Fs は 1.5 以上とする

　 (15.7) 式 Fs ＝安定モーメント (Mγ ) / 転倒モーメント (Mo) Fs ＝安定モーメント (Mγ) / 転倒モーメント (Mo)

123 4 滑動に対するFs は 滑動に対するFs は

(15.8) 式 Fs ＝滑動に対する抵抗力 (RH)/ 滑動力 (ΡH ) ＝

Rν ・μ ＋cB ・B /ΡH

Fs ＝滑動に対する抵抗力 (RH)/ 滑動力 (ΡH) ＝

Rν ・μ ＋cB ・B /ΡH

(15.8) 式の

数値説明

　

Fs  : 滑動安全率 Fs : 滑動安全率

Rν : 底版下面における全鉛直荷重 Rν: 底版下面における全鉛直荷重

(15.9) 式 RH ＝B’ ・qu  / 2 RH  ＝B’ ・qu  / 2

　 (15.9) 式の

数値説明

qu ＝支持地盤の一軸圧縮強さ qu ＝支持地盤の一軸圧縮強さ

124 5 Rν  : 底版下面における鉛直荷重 Rν : 底版下面における鉛直荷重

　 (15.12) 式 q 1 ＝ 2Rν /3d q 1 ＝ 2Rν  /3d

125 5 極限支持力qu  極限支持力qu  

6 2/3 ・qu 未満 2/3 ・qu 未満

　 11 qu : 極限支持力度 qu: 極限支持力度

18 qα ＝ 1 /3 ・qu qa ＝ 1 /3 ・qu

19 qu ＝ 2/3 ・qu qu ＝ 2/3 ・qu

126 8 モーメントの和をMr モーメントの和をMr

9 とするモーメントをMo とするモーメントをMo

　 11 F ＝Mγ /Mo ≧ 1.5 F ＝Mγ /Mo ≧ 1.5

127 11 cn ・An(kN/m) cn ・An(kN/m)

13 Wncosαn  ・ tan φn  (kN/m) Wncosαn ・ tan φn  (kN/m)

15 An  : An  : 

16 Wn : Wn:

18 φn: φn:



20 単位体積重量γ ’( ＝γ −γw) を用いてWn を計算

する．ただし，Wn
単位体積重量γ ’( ＝γ −γw) を用いてWn
を計算する．ただし，Wn

　 21 γw は水の単位 γw は水の単位

131 4 背面側 掘削面

132 (16.1) 式 Fs ＝Mp/Ma ＝Ρp ・ lp  /Ρa ・ la ,    Fs ≧ 1.2 Fs ＝Mp　/Ma ＝Ρp ・ lp /Ρa ・ la,    Fs  ≧ 1.2

(16.1) 式の

数値説明

　

Fs  : Fs  : 

Mp : Mp  :

　 Ρp: Ρp  :

　 Ρa: Ρa  : 

　 lp : lp  :

　 　 la : la:

133 (16.2) 式 Mr Mr

　 Md Md

　 Su Su

　 Σγt Σγt

(16.2) 式の

数値説明

　

Mr : Mr :

Md : Md  :

　 Su : Su :

　 W ＝ x(γtH ＋ q) W ＝x (γt H ＋q)

　 　 γt : γ t  :

134 (16.4) 式 U ＝γw ・ha ・D /2  (kN),    ha ≒hw/2 U ＝γw ・ha ・D /2  (kN),    ha ≒hw  / 2

(16.5) 式 ∴U ＝γw ・hw ・D/4 ∴U ＝γw ・hw ・D/4

(16.6) 式 F ＝W/U ＝ 2 ・γ ’ ・D/γw ・hw F ＝W/U ＝ 2 ・γ ’ ・D/γw ・hw

(16.3 〜 6)

式の数値

説明

　

hw : hw:

　 γw : γw:

139 5 第三種の地盤周期Tc 第三種の地盤周期Tc

141 14 湿潤密度ρt 湿潤密度ρt

15 土粒子密度ρs 土粒子密度ρs

16 飽和度Sr 飽和度Sr

　 水の密度ρw 水の密度ρw



17 e ＝ρs /ρt ・ 100 ＋w/100 − 1 e ＝ρs/ρt ・ 100 ＋w/100 − 1

　 20 Sr ＝w/e ・ρs ＝ 30 × 2.70/1.127 × 0.98 ＝

73.3%
Sr ＝w/e ・ρ s ＝ 30 × 2.70/1.127 × 0.98 ＝

73.3%

144 20 σ ’z ＝ 207.0 − 107.8 σ ’z ＝ 207.0 − 107.8

146 21 σA ＝ (γt ・Z ＋q)KA ＝ (15.0 × 5 × 10)0.33 ＝

28.1kN/m2
σA ＝ (γt ・Z ＋q)KA ＝ (15.0 × 5 × 10)0.33 ＝

28.1kN/m2

　 22 ΡA ＝KA ・Z (1/2γt ・Z ＋q) Ρ A ＝KA ・Z  (1/2γt ・Z ＋q)

147 4 N 値 N 値

　 8 N 値 N 値

149 2 地表面最大変位量Dcy 地表面最大変位量Dcy

7 M ＝ 7.5  　γn ＝ 0.1(M − 1) ＝ 0.65 M ＝ 7,5  γn ＝ 1 − 0.015 Z ＝ 1 − 0.0015 × 3
＝

0.955 
γd ＝ 0.1(M − 1) ＝ 0.65

　 10 τd /σ  ’z ＝ 0.65 × (200/980) × (44.1/34.3) × (1 −

0.015 × 3)
τd /σ  ’z ＝ (1 − 0.015 × 3) × (200/980) ×

(44.1/34.3) × 0.65

150 2 以上より，振動中 以上より，震動中

　 8 W(Z) ＝ 10 − 0.5Z W(Z) ＝ 10 − 0.5Z

152 9 N 値 N 値

155 9 Nγ ＝ 2.9, Df ＝ 2.5m, Nq ＝ 6.4 Nγ ＝ 2.9, Df ＝ 2.5m, Nq ＝ 6.4

　 10 Nq ＝ 6.4 Nq ＝ 6.4

159 2 設計基準強度Fc 設計基準強度Fc

5 Ra ＝ (σca −σce) ・A Ra ＝ (σca −σ ce) ・A

6 Ra : Ra:

14 ∴Ra ＝ (24 − 8) × 294053 ∴Ra ＝ (24 − 8) × 294053

19 Ra Ra

　 Ls Ls

　 qu qu

　 Lc Lc

22 Ns Ns

　 　 Ls Ls

160 1 qu /2 qu/2

　 Lc Lc

　 ∴Ra ∴Ra



6 杭頭曲げモーメントMo(kN ・ m) 杭頭曲げモーメントMo(kN ・ m)

7 メントMmax(kN ・ m), Mmax の発生深さ

Lm(m) を求めよ

メントMmax(kN ・ m), Mmax の発生深さLm(m)
を求めよ

　 9 le le

161 9 Mo Mo

10 Mmax Mmax

　 11 Lm Lm

165 12 S ＝Cc /1 ＋e0 ・H ・ log 10Ρ0 ＋Δσz /Ρc S ＝Cc/(1 ＋e0) ・H ・ log 10(( Ρ0 ＋Δσz)/Ρc )

166 2 圧密係数Cν 圧密係数cν

6 Tν ＝ 0.287 Tν ＝ 0.287

9 ∴t ＝Tν (H  ‘ )2/Cν ∴t ＝Tv ・H  ’ 2/cν

15 1 ＝ L/B ＝ 1.12 l ＝L  /B ＝ 1.12

16 Is Is

　 loge loge

　 17 ∴SE ＝ Is ・ ｛(1 − νs
2)/Es｝ ・ q ・B ∴SE ＝Is ・ ｛(1 − νs

2)/Es｝ ・q ・B

168 3 σe σe

5 ap ap

　 　 ∴qp ≦ fc ∴qp  ≦ fc

170 19 Fs Fs

172 5 F ＝ Mr/Mo F ＝Mr  / Mo

173 21 F ＝MR/Md ＝ 2π ・ su / Σγ t ・ H ＋ q F ＝MR / Md ＝ 2π ・su/ Σγt ・H ＋q

174 4 γw ・hw γw ・hw

5 γw ・hw γw ・hw

　 7 F ＝γt ・d /γw ・h F ＝γt ・d /γw ・h


